
野
菜
集
出
荷
施
設「
会
津
野
菜
館
」が
竣
工（
福
島
県
本
部
）

し
ゅ
ん    

こ
う

AgVenture Lab  １周年記念イベント開催
（経営企画部）

ファーマーズ型店舗を次々出店
（くらし支援事業部）

観光需要減少に対応、農協観光社員が
「とれたて元気市」で勤務（広島県本部）

岡山県知事に岡山県産農畜産物ＰＲを
依頼（岡山県本部）

農業労働力支援の取り組み拡大へ
（耕種総合対策部）

With/Afterコロナ時代の食と農
（全農チーフオフィサー 戸井和久氏・最終回）

ＪＡズームイン（群馬：ＪＡ碓氷安中）

JAグリーンかながわ 
オリジナルエコバッグ発売（神奈川県本部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　博多うまかショップ（JA全農ふくれん）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

8

7

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑧
卓球・T2シンガポール（広報・調査部）

医療従事者へ山梨県産農産物を贈呈
（山梨県本部）Web

限定

3

稼働した新潟県本部たまねぎ広域集出荷施設構内と選別ライン（２面）

オリジナルエコバッグ作りに携わった農業資材
専門店・ＪＡグリーンかながわの女性スタッフ（上）
とデザインの基になった彫刻画（８面）

たまねぎ広域集出荷施設稼働
（新潟県本部）
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News!

News!

野菜集出荷施設「会津野菜館」竣工式を開催

たまねぎ広域集出荷施設稼働

全国初となるＪＡと全農が共同で設置・運営

さらなる生産拡大を目指す

福島県本部

新潟県本部

　
福
島
県
本
部
が
J
A
会
津
よ
つ
ば
と
共
同
出
資
・
運
営
す
る
広
域
野

菜
集
出
荷
施
設「
会
津
野
菜
館
」が
会
津
若
松
市
内
に
完
成
し
、6
月
21

日
に
現
地
で
竣し
ゅ
ん
こ
う工
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
新
潟
県
本
部
は
、新
潟
市
に
あ
る
下
越
配
送
セ
ン
タ
ー
内
に「
た
ま

ね
ぎ
広
域
集
出
荷
施
設
」を
新
設
し
、6
月
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
と
全
農
の
共
同
で
の
取

り
組
み
は
全
国
初
と
な
る
事
例

で
、
竣
工
式
に
は
生
産
者
を
は

じ
め
、J
A
、全
農
、施
工
業
者

ら
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
ま

し
た
。J
A
会
津
よ
つ
ば
の
長

谷
川
正
市
組
合
長
か
ら「
J
A

会
津
よ
つ
ば
・
J
A
全
農
福
島

が
一
体
と
な
り
、
生
産
体
制
を

確
立
し
、
会
津
野
菜
館
が
生
産

　
こ
れ
ま
で
稲
作
と
作
業
競
合

せ
ず
、
需
要
が
安
定
し
て
い
る

た
ま
ね
ぎ
の
生
産
拡
大
を
J
A

と
と
も
に
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
収
穫
後
の
乾
燥
・

調
製
・
選
別
に
か
か
る
労
力
が
、

生
産
者
個
々
の
規
模
拡
大
の
障

壁
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

基
盤
の
核
と
な
り
得
る
よ
う
精

い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
」、
山
﨑

周
二
代
表
理
事
理
事
長
か
ら
は

「
機
械
選
果
に
よ
り
生
産
者
の

作
業
負
担
軽
減
に
努
め
、
生
産

意
欲
向
上
で
、
こ
の
会
津
の
取

り
組
み
を
園
芸
事
業
の
優
良
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
へ
展
開
し
て

い
く
」と
、
新
施
設
稼
働
に
向

け
た
展
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
野
菜

館
は
6
月
26

日
か
ら
本
格
稼

働
し
、会
津
全

域
か
ら
集
荷
さ

れ
た「
キ
ュ
ウ

リ
・
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
・
チ
ェ

リ
ー
ト
マ
ト
」

の
3
品
目
の
選

果
・
選
別
作
業

を
行
い
、県
内

外
へ
会
津
産
の

新
鮮
な
野
菜
を

出
荷
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
複
数
J
A

の
共
同
利
用
を
前
提
に
、
収
穫

後
の
た
ま
ね
ぎ
を
J
A
か
ら
鉄

コ
ン
テ
ナ
で
集
荷
し
、
乾
燥
→

調
製（
根
葉
切
り
）→
選
別
→
箱

詰
め
・
計
量
→
出
荷
販
売
を
一

元
的
に
行
い
、
1
日
当
た
り
最

大
で
40
〜
50
㌧
処
理
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。販
売
は
県
内

外
の
卸
売
市
場
を
中
心
に
、

加
工
業
務
向
け
の
直
接
販

売
も
手
掛
け
、生
産
者
手
取

り
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
新
潟
県
本
部
の
園
芸
事

業
で
は
初
め
て
の
集
出
荷

施
設
運
営
と
な
り
ま
す
。今

後
、さ
ら
な
る
園
芸
生
産
拡

大
に
つ
な
が
る
よ
う
、万
全

を
期
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

野
菜
集
出
荷
施
設「
会
津
野
菜
館
」の

竣
工
を
祝
い
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

完
成
し
た「
会
津

野
菜
館
」

稼
働
し
た
た
ま
ね
ぎ
広
域
集
出
荷
施
設
内

た
ま
ね
ぎ
の
選
別
作
業
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News!

News!

AgVenture Lab１周年記念イベントを開催

ファーマーズ型店舗を次々出店

オンラインで多くの方からショートメッセージも

６月中旬に長野、群馬、佐賀にオープン

経営企画部

くらし支援事業部

　
２
０
１
９
年
5
月
の
開
設
か
ら
1
周
年
を
迎
え
た
一
般
社
団
法
人

AgVenture Lab

（
ア
グ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
、
以
下「
ラ
ボ
」）は
、

6
月
25
日
、１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
ま
し
た
。

　
く
ら
し
支
援
事
業
部
は
、組
合
員
の「
く
ら
し
支
援
」と「
国
産
農
畜

産
物
の
販
売
拠
点
」と
し
て
、農
産
物
直
売
所
と
J
A
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
A
コ
ー
プ
店
舗
を
一
体
化
し
た「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
型
店
舗
」の
出
店
を
進
め
て
い
ま
す
。6
月
中
旬
に
、全
国
で
3

店
舗
が
新
規
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
関
係
者
の
登

壇
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
J
A
グ

ル
ー
プ
や
ラ
ボ
に
関
わ
っ
た
多

数
の
方
々
か
ら
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ラ
ボ
の
荻
野
浩
輝
代
表
理
事

理
事
長
が
1
年
間
の
活
動
報
告

と
と
も
に
、「
開
設
か
ら（
今
年
）

2
月
ま
で
で
お
よ
そ
1
万
人
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
制

約
の
か
か
る
生
活
の
中
で
、
家

族
で
食
卓
を
囲
む
こ
と
が
い
か

　
ま
ず
、
6
月
11
日
に
長
野
県

大
町
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
A
・

コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
お
お
ま

ち
店
」は
長
野
県
産
を
大
々
的
に

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

農
産
物
を
使
用
し
た
イ
ン
ス
ト

ア
加
工
の
カ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
や
フ

ル
ー
ツ
も
並
び
ま
す
。
同
月
12

日
に
は
群
馬
県
高
崎
市
に「
J
A

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
高
崎
吉
井
店
」が

お
目
見
え
。「
上
州
和
牛
」「
上
州

麦
豚
」「
赤
城
鶏
」な
ど
群
馬
県

産
の
お
肉
を
豊
富
に
展
開
し
て

い
ま
す
。そ
し
て
20
日
、J
R
佐

賀
駅
前
に「
J
A
フ
ァ
ー
マ
ー

に
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
か
を
改

め
て
実
感
し
、
ラ
ボ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
次
世
代
に
残
る
食

卓
を
残
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
ボ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る「
食
と
農
と
く
ら
し
に

か
か
わ
る
社
会
課
題
を
解
決
す

る
」た
め
、国
内
に
あ
る
地
方
の

ラ
ボ
や
大
学
な
ど
と
の
連
携
強

化
に
よ
り
、農
業
や
地
域
の
困
り

事
を
す
ぐ
に
察
知
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
、
社
会
課
題

を
解
決
す
る
志
を
持
っ

た
人
の
背
中
を
後
押
し

す
る
こ
と
、
ま
た
全
国

農
協
青
年
組
織
協
議
会

（
J
A
全
青
協
）と
連
携

し
、
農
業
者
が
集
ま
り

や
す
く
、
声
を
届
け
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
農
業
者
の
ニ
ー
ズ

を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
に
対
し
て
伝
え
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
伝
え
ま
し
た
。

ズ 

A
コ
ー
プ
街
か
ど
畑
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
店
が

入
居
す
る
商
業
施
設「
コ
ム
ボ
ッ

ク
ス
佐
賀
駅
前
」に
は
全
農
直
営

の「
み
の
り
カ
フ
ェ
季き

楽ら

」も
出

店
し
て
い
ま
す
。

　
各
店
舗
と
も
、
地
域
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
お
店
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
年
内
に
は
、
さ
ら
に
1
店
舗

の
新
規
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

お
り
、全
国
で
29
店
舗
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
型
店
舗
を
展
開
し
ま
す
。

謝
意
を
述
べ
る
荻
野
代

表
理
事
理
事
長

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

Ａ
コ
ー

プ
街
か
ど
畑
の
店
内（
佐

賀
県
佐
賀
市
）

ＪＡファーマーズ高崎吉井店（群馬県
高崎市）

Ａ
・
コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
お

お
ま
ち
店（
長
野
県
大
町

市
）

ショートメッセージをいただいた石川佳純選
手㊧と㈱みらいスクールの菅野高広社長

イベントの
視聴はこちら
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News!

News!

農協観光社員が「とれたて元気市」で“副業”勤務

岡山県知事に岡山県産農畜産物ＰＲを依頼

観光需要減少に対応、広がる支え合いの輪

医療関係者へはブドウ贈呈へ

広島県本部

岡山県本部

　
株
式
会
社
農
協
観
光
広
島
支
店
の
社
員
が
6
月
上
旬
か
ら
、2
カ
月

間
の
期
間
限
定
で
広
島
県
本
部
の
直
売
所「
と
れ
た
て
元
気
市 

広
島
店
」

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
本
部
や
J
A
岡
山
中
央
会
な
ど
で
構
成
す
る「
岡
山
県
う
ま

い
く
だ
も
の
づ
く
り
推
進
本
部
」の
伍
賀
弘
本
部
長（
岡
山
県
本
部
長
）

は
6
月
12
日
、岡
山
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、岡
山
県
産
農
畜
産
物
の

P
R
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
で
旅
行
な
ど
の
需
要
が

落
ち
込
み
、
観
光
業
は
営
業
活

動
の
縮
小
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。㈱
農
協
観
光
は
希
望
す
る
社

員
に
副
業
を
認
め
、
広
島
県
内

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
や
外

出
の
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
県
産

高
級
果
物
の
販
売
が
苦
戦
し
て

お
り
、
例
年
行
っ
て
い
た
知
事

に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど

の
P
R
も
実
施
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
人
数
や
期
間
の
条
件
が

合
っ
た「
と
れ
た
て
元
気
市
」な

ど
で
働
い
て
い
ま
す
。
同
広
島

支
店
の
藤
代
浩
也
支
店
長
は「
社

員
も
不
安
な
状
況
で
は
あ
る
が
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
」と

話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
と
れ
た

て
元
気
市
」の
店
舗

運
営
業
務
を
受
託

す
る
㈱
全
農
広
島

直
販
の
田
城
敏
社

長
は
、「
巣
ご
も
り

消
費
の
拡
大
に
よ

る
来
店
客
増
加
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

の
徹
底
に
よ
り
従

業
員
に
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い

る
」と
現
状
を
語
り

ま
す
。今
後
も
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て

お
互
い
が
支
え
合

う
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
の
本
格
出
荷
の
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
伍
賀
本

部
長
は
伊
原
木
隆
太
県
知
事
に
、

「
岡
山
の
ブ
ド
ウ
の
匠た
く
みた
ち
が
丹

精
込
め
て
栽
培
し
た
マ
ス
カ
ッ

ト
を
、県
民
を
は
じ
め
、国
内
外

の
多
く
の
方
に
食
べ
て
、
買
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
知
事
か

ら
も
、
さ
ら
な
る
積
極
的
な

P
R
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
依
頼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
日
々

最
前
線
で
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
医
療
関
係
者
に
対
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
、マ
ス
カ
ッ

ト
共
進
会（
7
月
、9
月
、10
月

の
3
回
）に
出
品
さ
れ
た
ブ
ド
ウ

を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
、
県
知

事
に
目
録
を
渡
し
ま
し
た
。医
療

関
係
者
へ
の
ブ
ド
ウ
の
贈
呈
は

共
進
会
終
了
後（
初
回
は
7
月

31
日
）に
、知
事
・
生
産
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
同
封
し
て
送

付
す
る
予
定
で
す
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
品
出
し
を
す
る

農
協
観
光
広
島
支
店
の
藤
代
支
店
長

伊
原
木
知
事（
前
列
右
か
ら
2
人
目
）に

岡
山
県
産
農
畜
産
物
P
R
を
依
頼
し
、

医
療
関
係
者
に
送
る
ブ
ド
ウ
の
目
録
を

贈
っ
た
伍
賀
本
部
長（
同
3
人
目
）
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流通現場から見る今後の農畜産物流通
全農チーフオフィサー  戸井 和久氏

　全農・JAグループとしての将来像3
全3回 最終回

　これまで、業態の変化やどのような
視点でサービスや商品を開発するか
を見てきましたが、最終的に全農およ
びＪＡグループとしてどう取り組んでい
けば良いか、全農のチーフオフィサー
としての考えを述べます。

　一つは業態のボーダレス化が進
む中で、自分たちの今までの常識的
なサプライチェーンを見直すというこ
とです。ラストワンマイルのためのネッ
ト機能や個配物流機能を強化し、そ
のための冷凍や加工機能も含めた
ストックポイントとなる施設の整備を
戦略的に進めることが求められま
す。これは既存の縦割りの組織では
難しく、組織に横断的な横串を刺し、
外部ともチームを組みながら、若い
職員のボトムアップの発想に基づい
て新しいサービスや商品提案を検
討していくことが重要です。私が所
管する営業開発部ではそのような
新たな価値を生み出すバリュー
チェーンを作るため、部署、県本部、
ＪＡ、外部の取引先と一緒になって
プロジェクト形式で企画提案や商品
開発を行っています。ここでのポイン
トは失敗を恐れず、まず実行してみ
ることです。

　もう一つは生活者により近づいて
いく事です。前回、生活者データはま
だまだ未知であると書きましたが、そ
れらを分析していくための機能は必
要です。例えばコロナでデリバリーが
一般的になってきましたが、デリバ
リーされた商品がどのように食べられ
ているか、食べる瞬間に本当におい
しい状態か、まだまだ商品開発やブ
ランディングの余地があると思いま
す。直近では行動研究のアプローチ
からの商品開発が見られますが、同
様の研究機能をＪＡグループとして
持っても良いのではないでしょうか。

　前回、ストーリーが今以上に求めら
れていくと書きましたが、ＪＡグループ

は生産側のストーリーをどこよりも持っ
ている組織です。普段、マーケットイン
の発想をと言ってはいますが、生活
者のニーズが見えた状態でそれに
合わせたストーリーを提供する、これ
が本当のプロダクトアウトであり、単な
るマーケットインよりも負けない差別化
商品だと思います。

　今回のコロナでの買い占めや物
流の乱れは、私たちの普段食べてい
る食料が生産現場の努力によって支
えられていることを再認識させてくれ
るきっかけになったと思います。それと
同時に、それが崩れることへの不安
は消費者心理の中に大きく残るので
はないかと思います。これに応える形
で日本の農畜産物の価値を最大限
提供することが、全農・ＪＡグループだ
からこその食のトップブランドだと思い
ます。

食のトップブランドになる

自分たちのサプライ
チェーンを見直す

生活者にどのように
近づいていくか

本当のプロダクトアウト
の商品開発

With/Afterコロナ時代の食と農
コロナ禍は食農業界にも大きな影響を与えました。今後の農産物流通はどのように変化するか？ 識者・関係者に聞きます。

【広報・調査部】

次号では、グローバル視点で見る今後の農畜産物流通について、農林中金総合研究所取締役基礎研究部長・平澤明彦氏にお聞きします。
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ＪＡ碓氷安中
（群馬県）

概要 令和 2 年2 月29 日現在

正組合員数　　　　 　　   2392人
准組合員数　　　　 　 　 2655人
職員数                        87人
販売品取扱高            19億4千万円
購買品取扱高          11億8千万円
貯金残高  　          392億4千万円
長期共済保有高      111億8千万円
主な農産物　　   夏秋なす、上州ねぎ、

下仁田ねぎ、コンニャク
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休刊のお知らせ
７月13日号は休刊いたします。
次は７月20日号です。

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

博多うまかショップ（JA全農ふくれん）

　イチジクの生産量全国2位の福岡県で平成１８
年に品種登録されたイチジクの新品種「とよみつひ
め」は、従来のイチジク品種にない甘さと、ジュー
シーな食感が特長です。平均糖度17度以上の強
い甘みに、甘い香りと味わいは、まさに「いちじくの
女王」といえます。肉厚でとろ～り、滑らかな食感で
食物繊維たっぷりの「とよみつひめ」。ぜひご賞味く
ださい。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

ふくおか嘉穂 いちじく とよみつひめ
1.2kg……2500円

JAグリーンかながわ オリジナルエコバッグ発売

　農業資材専門店のJAグリーンかながわは6月4日、オリジナル
エコバッグを発売しました。7月から施行されたプラスチックバッグ
の有料義務化に合わせ、レジ袋削減への理解促進とともにエコ
バッグの普及を図ります。　　　　　　　　  【神奈川県本部】

　肥料や園芸用品など重みのある資材の持ち
運びを想定して、エコバッグの素材には耐久性
に優れたキャンバス生地を採用しました。肩に
掛けやすい長めの持ち手付きで、側面にはJA
グリーンのオリジナルキャラクターである「ジャッ
クおじさん」と「アンおばさん」をプリントし、英字
ロゴを添えてポップなデザインに仕上げていま
す。カラーはJAマークを連想させる緑色にこだ
わり、ターコイズブルー（緑がかった青色）と黄

緑色の2色展開
としました。
　エコバッグの製作は全農耕種資材部資材
店舗推進室の協力のもと、同店で働く6人の
女性スタッフが試行錯誤を重ねて完成させまし
た。サイズは縦39×横47×マチ15cmと大きめ
サイズで、1つ1500円で販売しています。
　商品に関するお問い合わせはＪＡグリーンか
ながわ（0463-51-4361）まで。
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デザインの基になった彫刻画（ＪＡグリー
ンかながわスタッフ制作）

厚地で大きめサイズ
重い資材もラクラク

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは7月11日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

この商品はこちらからご購入いただけます。

　7月11日放送のプレゼントは、神奈川県産「ハウスみかん 
湘南の輝き」です。「湘南の輝き」は温暖な気候に恵まれた湘
南地区（大磯町・二宮町）でハウス栽培されたみかんで、ＪＡ湘
南が2005年にブランドみかんとして商標登録しました。程よい
酸味と濃厚な甘味が特長で、露地ミカンと比べ収穫時期が早
いため、6月下旬から8月下旬までお楽しみいただけます。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　【広報・調査部】

JAタウン
ショップ名 ＪＡ全農かながわ

※天候、生育不順等により発送が遅れる場合がございます。
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AgVenture Lab  １周年記念イベント開催
（経営企画部）

ファーマーズ型店舗を次々出店
（くらし支援事業部）

観光需要減少に対応、農協観光社員が
「とれたて元気市」で勤務（広島県本部）

岡山県知事に岡山県産農畜産物ＰＲを
依頼（岡山県本部）

農業労働力支援の取り組み拡大へ
（耕種総合対策部）

With/Afterコロナ時代の食と農
（全農チーフオフィサー 戸井和久氏・最終回）

ＪＡズームイン（群馬：ＪＡ碓氷安中）

JAグリーンかながわ 
オリジナルエコバッグ発売（神奈川県本部）

ラジオ番組「JA全農 COUNTDOWN
JAPAN」プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　博多うまかショップ（JA全農ふくれん）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

8

7

日本代表選手を食でサポート！
2019年振り返りレポ⑧
卓球・T2シンガポール（広報・調査部）

医療従事者へ山梨県産農産物を贈呈
（山梨県本部）Web

限定

3

稼働した新潟県本部たまねぎ広域集出荷施設構内と選別ライン（２面）

オリジナルエコバッグ作りに携わった農業資材
専門店・ＪＡグリーンかながわの女性スタッフ（上）
とデザインの基になった彫刻画（８面）

たまねぎ広域集出荷施設稼働
（新潟県本部）
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6

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから

8




